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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
集
客

交
流
産
業
（
鉄
道
含
む
）
に
甚
大
な
損
害
を

与
え
つ
つ
拡
大
中
で
あ
る
。
当
原
稿
の
執
筆

時
点
（
２
０
２
１
年
１
月
下
旬
）
は
、
そ
の

国
内
最
初
の
感
染
例
発
覚
か
ら
１
年
が
過
ぎ

た
と
こ
ろ
だ
。
こ
れ
ま
で
に
何
が
起
き
て
い

て
、
こ
の
先
ど
う
な
る
の
か
。
今
後
に
備
え

て
集
客
交
流
産
業
は
何
を
す
べ
き
な
の
か
。

以
下
、
こ
の
３
点
の
順
に
論
じ
た
い
。

４
つ
の
事
実
で
見
る
コ
ロ
ナ
禍
の
実
際

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
こ

れ
ま
で
に
何
が
起
き
た
の
か
。
客
観
的
な
数

字
に
表
れ
た
そ
の
実
態
を
要
約
し
て
み
よ
う
。

①�

日
本
の
感
染
レ
ベ
ル
は
世
界
の
中
で
は
非

常
に
低
い

表
１
は
、
世
界
の
各
地
域
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
死
亡
者
数
（
２
０
２
１

年
１
月
20
日
現
在
）
を
、
人
口
１
０
０
万
人

当
た
り
に
換
算
し
た
比
較
だ
。
こ
の
通
り
、

日
本
で
の
死
者
数
は
、
年
始
か
ら
急
増
し
た

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
世
界
の
ほ
と
ん
ど
の
地

域
に
比
し
て
低
い
レ
ベ
ル
に
留と

ど

ま
っ
て
い

る
。
特
に
欧
州
や
南
北
米
州
で
は
、
そ
れ
ら

に
属
す
る
す
べ
て
の
国
の
数
字
が
、
日
本
を

大
き
く
上
回
る
。

た
だ
し
日
本
の
す
ぐ
隣
の
中
国
、
韓
国
、

台
湾
は
、
い
ず
れ
も
日
本
よ
り
も
感
染
を
低

い
レ
ベ
ル
に
抑
え
て
い
る
。
東
南
ア
ジ
ア
の

数
字
を
押
し
上
げ
て
い
る
の
は
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
だ
け
で
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
タ
イ
、
ベ
ト
ナ
ム
な
ど
そ

の
他
の
国
の
数
字
は
、
日
本
よ
り
ず
っ
と
小

さ
い
。

ま
た
、
上
記
と
同
じ
基
準
で
都
道
府
県
別

の
死
者
数
（
人
口
１
０
０
万
人
当
た
り
）
を

比
較
す
れ
ば
、
北
海
道
の
１
０
７
人
や
大
阪

の
93
人
、
沖
縄
の
61
人
、
東
京
の
57
人
に
対

し
て
、
例
え
ば
岡
山
９
人
、
青
森
７
人
、
山

口
６
人
、
佐
賀
５
人
、
鳥
取
４
人
、
新
潟
３

人
、
秋
田
１
人
、
島
根
０
人
な
ど
、
同
じ
国

内
と
思
え
な
い
大
き
な
差
が
存
在
す
る
。

②
新
型
コ
ロ
ナ
で
の
死
者
数
は
交
通
事
故
と
類
似

表
２
は
、
２
０
１
９
年
に
お
け
る
、
日
本

在
住
の
日
本
人
の
、
死
因
別
の
死
者
数
だ
。

２
０
１
９
年
に
は
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
死

者
数
が
過
去
最
高
と
な
り
、
関
連
死
を
含
め

て
１
万
人
が
亡
く
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
そ

れ
に
対
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
死
者
数

の
累
計
は
５
千
人
強
（
関
連
死
含
む
）
と
、

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
半
分
だ
（
２
０
２
０
年

２
月
の
最
初
の
死
者
か
ら
、
ほ
ぼ
一
年
を
経

過
し
た
２
０
２
１
年
１
月
下
旬
ま
で
）。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
の
死
者
数
を
１
日
当

た
り
に
直
す
と
14
人
で
、
交
通
事
故
の
12
人

（
関
連
死
を
含
ま
な
い
）
と
同
水
準
だ
。
交

通
事
故
は
極
め
て
重
大
な
問
題
で
、
だ
か
ら

こ
そ
ル
ー
ル
を
定
め
、
交
通
信
号
や
標
識
や

歩
道
の
整
備
、
取
り
締
ま
り
に
も
莫
大
な
予

算
を
投
じ
て
い
る
の
だ
が
、
だ
か
ら
と
い
っ

て
通
勤
通
学
を
禁
止
し
経
済
を
止
め
る
と
い

う
話
に
は
な
ら
な
い
。
新
型
コ
ロ
ナ
の
脅
威

に
も
、
交
通
事
故
と
同
じ
レ
ベ
ル
で
用
心
し

対
処
す
べ
き
だ
が
、
そ
れ
以
上
に
む
や
み
に

怖
が
る
必
要
は
な
い
。

そ
れ
ら
に
対
し
、
脳
卒
中
で
亡
く
な
る
人

は
毎
日
２
９
３
人
、
心
臓
病
は
５
７
０
人
と

桁
が
違
う
。
コ
ロ
ナ
を
恐
れ
て
外
出
せ
ず
、

か
え
っ
て
こ
れ
ら
生
活
習
慣
病
を
悪
化
さ
せ

新型コロナウイルス感染症は、今なお拡大中である。
昨年春の外出自粛要請、緊急事態宣言の発令以来、
鉄道を含む集客交流産業は、出口の見えない厳しい事態に直面している。
果たしてコロナ禍で何が起きたのか、その先にはどのような事態がやってくるのか。
「新常態」における地域観光と鉄道の新しいありようを考察する。
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て
い
る
人
が
多
い
こ
と
は
憂
慮
さ
れ
る
。
自

殺
者
も
、
２
０
１
９
年
に
過
去
最
低
を
記
録

し
た
が
、
そ
れ
で
も
平
均
で
毎
日
52
人
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
こ
れ
が
増
え
た
の
で
は
元

も
子
も
な
い
。

③
若
者
は
新
型
コ
ロ
ナ
で
は
死
な
な
い

同
じ
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
で
も
、
感
染

後
に
重
症
化
し
、
あ
る
い
は
死
亡
す
る
率
に

は
、
年
齢
別
に
顕
著
な
差
が
あ
る
。
表
３

は
、
６
～
８
月
に
日
本
国
内
で
感
染
し
た
人

の
年
齢
別
の
重
症
化
率
と
死
亡
率
だ
。

60
歳
以
下
の
現
役
世
代
の
死
者
は
大
変
に

少
な
い
。
特
に
20
歳
以
下
の
死
者
は
、
２
０

２
０
年
12
月
10
日
現
在
で
も
ゼ
ロ
で
あ
る
。

④
ウ
イ
ル
ス
を
広
め
た
の
は
外
国
人
観
光
客
で
な
い

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は
、
Ｒ
Ｎ
Ａ
が
１

本
だ
け
の
単
鎖
型
で
あ
る
た
め
、
変
異
が
激

し
い
。
日
本
で
こ
れ
ま
で
起
き
た
４
度
の
感

染
拡
大
の
時
期
と
規
模
、
そ
れ
ぞ
れ
を
起
こ

し
た
ウ
イ
ル
ス
の
遺
伝
子
型
（
国
立
感
染
研

究
所
の
ゲ
ノ
ム
情
報
解
析
に
よ
る
）
を
、
表

４
に
示
す
。

こ
こ
に
明
ら
か
な

通
り
、
中
国
人
観
光

客
が
２
０
２
０
年
の

１
～
２
月
に
持
ち
込

ん
だ
ウ
イ
ル
ス
は
、

ほ
と
ん
ど
感
染
拡
大

し
な
か
っ
た
。

そ
れ
に
対
し
、
４

月
の
緊
急
事
態
宣
言

を
も
た
ら
し
た
の

は
、
欧
米
か
ら
帰
国

し
た
日
本
人
が
持
ち

込
ん
だ
変
異
ウ
イ
ル

ス
に
よ
る
第
一
波

だ
っ
た
。
こ
れ
は
何

と
か
制
圧
で
き
た

が
、
東
京
都
内
で
さ

ら
に
変
異
し
た
と
推

定
さ
れ
る
ウ
イ
ル
ス

が
、
第
二
波
、
次
い

で
第
三
波
を
起
こ

し
、
こ
の
第
三
波
が

死
者
数
を
大
き
く
増

や
し
た
。
つ
ま
り
感

染
拡
大
の
原
因
は
、
内
憂
外
患
で
い
え
ば
内

憂
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

感
染
か
ら
陽
性
判
明
ま
で
に
は
半
月
程
度

の
ず
れ
が
あ
る
こ
と
に
注
意
し
た
い
。
例
え

ば
第
二
波
は
、
８
月
６
日
を
ピ
ー
ク
に
鎮
ま

り
始
め
た
の
で
、
そ
の
半
月
前
（
７
月
22

日
）
の
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
開
始
と
同
時

に
、
む
し
ろ
新
規
感
染
が
減
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
。
し
か
し
10
月
１
日
に
東
京
都
を
対
象

地
に
加
え
、
同
時
に
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
を
開

始
し
た
と
こ
ろ
、
そ
の
半
月
後
の
10
月
16
日

か
ら
第
三
波
が
始
ま
っ
た
。
つ
ま
り
問
題

は
、
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
ト
ラ
ベ
ル
そ
の
も
の
で
は
な

く
、
東
京
都
の
追
加
と
Ｇ
ｏ
Ｔ
ｏ
イ
ー
ト
に

あ
っ
た
わ
け
だ
。

第
三
波
は
、
場
所
や
時
間
を
問
わ
ず
、

「
換
気
不
全
の
室
内
に
お
い
て
、
他
人
同
士

で
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
会
話
す
る
こ
と
」
を

感
染
の
主
因
に
、
過
去
最
大
を
記
録
し
た
。

そ
の
証
拠
が
、
２
０
２
０
年
12
月
10
日
か
ら

ク
リ
ス
マ
ス
ま
で
の
感
染
急
拡
大
で
あ
り
、

年
末
年
始
の
新
規
感
染
は
そ
の
時
期
よ
り
も

少
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
や
旅
行
や
帰
省
よ
り

も
、
近
場
で
の
忘
年
会
が
感
染
の
主
因
だ
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

「
三
密
回
避
」
と
い
う
ズ
レ
た
概
念
が

生
ん
だ
公
共
交
通
機
関
の
危
機

「
換
気
不
全
の
室
内
に
お
い
て
、
他
人
同

士
で
、
マ
ス
ク
を
外
し
て
会
話
す
る
」
と
い

う
、
危
険
な
行
動
が
、
な
ぜ
２
０
２
０
年
末

に
横
行
し
て
し
ま
っ
た
の
か
。
そ
の
犯
人
は

「
三
密
」
と
い
う
、「
覚
え
や
す
い
が
意
味
不

明
」
な
フ
レ
ー
ズ
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

そ
も
そ
も
「
三
密
回
避
」
と
は
、「
密
集
、

密
閉
、
密
接
が
重
な
る
の
を
避
け
る
こ
と
」

だ
が
、
単
に
「
密
集
」
の
こ
と
だ
と
、
単
純

化
さ
れ
て
定
着
し
て
し
ま
っ
た
。
だ
が
マ
ス

ク
を
し
て
会
話
を
慎
ん
で
い
れ
ば
、
密
集
し

て
も
感
染
は
起
き
な
い
。
映
画
館
も
、
ク
ラ

シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
も
、
観
劇
も
、
学
校
の

通
常
の
授
業
も
安
全
だ
。
危
な
い
の
は
「
密

閉
」（
換
気
不
全
）
と
「
密
接
」（
マ
ス
ク
な

し
の
会
話
）
だ
っ
た
の
だ
。

こ
の
よ
う
な
ミ
ス
リ
ー
ド
の
被
害
を
最
も

大
き
く
受
け
た
の
が
、
公
共
交
通
機
関
だ
ろ

う
。
乗
客
が
「
密
集
」
し
て
い
る
の
で
感
染

の
危
険
が
高
い
と
、
国
民
の
多
く
は
思
い
込

ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
鉄
道
、
バ
ス
、

航
空
の
各
社
は
、
何
割
も
の
売
り
上
げ
ダ
ウ

ン
に
苦
し
む
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
実
際
に
は
、
満
員
の
電
車
や
バ
ス

の
中
で
も
航
空
機
の
中
で
も
、
あ
る
い
は
タ

ク
シ
ー
の
車
内
で
も
、
感
染
拡
大
は
起
き
て

は
い
な
い
。
乗
務
員
の
間
に
も
ク
ラ
ス
タ
ー

は
発
生
し
て
い
な
い
（
蛇
口
の
共
用
な
ど
接

触
に
よ
る
例
を
除
く
）。
理
由
は
、
通
勤
電

車
、
バ
ス
、
航
空
機
、
タ
ク
シ
ー
の
客
室
内

は
十
分
に
迅
速
に
換
気
さ
れ
て
い
る
上
、
マ

ス
ク
を
外
し
て
会
話
し
て
い
る
乗
客
が
ほ
ぼ

見
ら
れ
な
い
た
め
で
あ
り
、
つ
ま
り
は
「
密

集
」
は
あ
っ
て
も
「
密
閉
」
と
「
密
接
」
が

発
生
し
て
い
な
い
か
ら
だ
。

通
勤
電
車
に
乗
る
機
会
の
多
い
大
都
市
近

郊
の
自
治
体
で
の
感
染
拡
大
レ
ベ
ル
が
、
都

心
に
比
べ
て
相
当
程
度
低
い
こ
と
に
注
目
す

べ
き
で
あ
る
。
一
例
と
し
て
、
東
京
周
辺
の

幾
つ
か
の
自
治
体
の
感
染
水
準
を
表
５
に
示

す
。
も
し
通
勤
電
車
の
車
内
で
感
染
が
起
き

■表１ 新型コロナウイルスによる死者数の水準の比較 （2021 年１月 20 日現在）

中南米 カナダ 欧州 ロシア アフリカ 西アジア 南アジア 中央
アジア

東南
アジア 日本 大洋州 韓国 中国 台湾米国

累計死者数
（人口100万人当たり）

日本との比較
（日本＝１とした倍数）

1,225 848 490 962 461 61 222 102 156 61 37 26 26 3.4 0.3

32.7 22.6 13.1 25.7 12.3 1.6 5.9 2.7 4.2 1.6 1.0 0.7 0.7 0.1 0.0

死者数： ジョンズ・ホプキンズ大学 / 人口： 国際連合人口部 2017 年推計 & 予測による、2020 年人口

■表２ 日本在住の日本人の、死因別の死者数 （2019 年）
（参考）
インフルエンザ

（参考）
交通事故

新型コロナ
（21.1.24まで）がん 心臓病 老衰 脳卒中 肺炎 事故 腎不全 自殺 肝臓病 糖尿病

年間死者数（万人） 37.6 20.8 12.2 10.7 9.6 3.9 2.7 1.9 1.7 1.4 1.0 0.4 0.5

1,030 570 334 293 263 107 74 52 47 38 27 12 14一日当たり換算（人）

厚生労働省「令和元年（2019）人口動態統計」

■表３ 新型コロナウイルスによる年齢階層別の重症化率と死亡率 （2020 年６～８月の国内感染者）

～ 10 歳 11～ 20歳 21～30歳 31～ 40歳 41～ 50歳 51～ 60歳 61～ 70歳 71～ 80歳 81～ 90歳 91歳～ 全体

重症化率 (％) 0.09

死者なし

0.00

死者なし

0.03

0.01

0.09

0.01

0.54

0.10

1.47

0.29

3.85

1.24

8.40

4.65

14.50

12.00

16.64

16.09

1.64

0.96死亡率 (％)

「厚生労働省に助言する専門家組織」2020 年 10 月 28 日発表

■表４ 日本における新型コロナウイルス感染拡大の軌跡（2020 年１月 26 日～ 2021 年１月 23 日）

ピーク日の新規陽性判明者数（前後７日間移動平均・人）

陽性判明者数増加開始日

前哨波 第一波 第二波 第三波

20 年 1 月 26 日 20 年３月 18 日 20 年６月 19 日 20 年 10 月 16 日

20 年２月 25 日 20 年４月 12 日 20 年８月 6 日 21 年１月８日

18 人 545 人 1,381 人 6,446 人

湖北省型 欧米型 東京型 同左

陽性判明者数ピーク日

ゲノムの型（変異発生地による）

ジョンズ・ホプキンズ大学発表の数値から、毎日の新規陽性判明者数（前後７日間移動平均）を計算して、藻谷が判定
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て
い
る
の
で
あ
れ

ば
、
こ
の
数
字
と

逆
の
傾
向
が
起
き

て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
ち
な
み

に
京
阪
神
で
も
、

愛
知
県
で
も
数
字

を
取
れ
ば
、
都
心

で
の
感
染
の
方
が

郊
外
で
の
感
染
よ

り
多
い
と
い
う
、

同
じ
傾
向
が
出
て

く
る
。

１
万
人
も
の
命

が
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
で
失
わ
れ
た
２

０
１
９
年
に
、
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
感

染
を
避
け
よ
う
と

公
共
交
通
機
関
の

利
用
を
忌
避
す
る

動
き
は
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
か
っ

た
。
そ
れ
な
の

に
、
死
者
数
が
そ
の
半
分
の
２
０
２
０
年
の

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
局
面
で
、
公
共
交
通
機
関

の
利
用
は
大
き
く
減
少
し
た
わ
け
で
あ
る
。

こ
の
ま
ま
で
は
各
社
は
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
の

た
め
の
リ
ス
ト
ラ
を
迫
ら
れ
、
そ
の
こ
と
が

運
行
頻
度
な
ど
の
利
便
性
を
損
な
う
こ
と
に

な
る
の
は
明
白
だ
。
公
共
交
通
機
関
の
利
用

者
が
車
に
シ
フ
ト
す
れ
ば
、
交
通
事
故
死
者

数
も
増
え
る
だ
ろ
う
。
極
め
て
憂
慮
す
べ
き

事
態
で
あ
る
。

新
型
コ
ロ
ナ
禍
の
先
に
来
る
事
態

こ
の
よ
う
な
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
、

わ
れ
わ
れ
は
根
絶
な
い
し
国
外
排
除
で
き
る

の
か
。
そ
れ
と
も
共
存
を
図
る
し
か
な
い
の

か
。
先
の
先
ま
で
考
え
れ
ば
、
後
者
し
か
な

い
こ
と
は
自
明
だ
。

入
国
者
の
管
理
を
厳
格
化
し
た
台
湾
や

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
徹
底
し
た
行
動
制
限

と
検
査
を
実
施
し
た
中
国
な
ど
、
市
中
感
染

を
見
事
に
封
じ
込
め
る
の
に
成
功
し
た
例
も

あ
る
。
だ
が
そ
の
よ
う
に
「
ゼ
ロ
コ
ロ
ナ
」

の
状
態
に
な
る
と
、
住
民
に
免
疫
が
で
き
な

い
分
、
コ
ロ
ナ
の
潜
在
的
な
危
険
は
逆
に
高

ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
世
界
の
他
の
大
部

分
で
コ
ロ
ナ
が
野
放
し
で
あ
る
以
上
、
ど
こ

か
の
時
点
で
国
民
の
大
多
数
に
ワ
ク
チ
ン
を

接
種
し
な
い
限
り
は
、
い
つ
か
は
パ
ン
デ

ミ
ッ
ク
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

だ
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
踏
み
切
れ
ば
、
発

生
確
率
が
い
か
に
低
く
て
も
副
作
用
に
よ
る

死
者
が
発
生
す
る
。
コ
ロ
ナ
を
効
果
的
に
食

い
止
め
た
国
ほ
ど
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
か

え
っ
て
、
コ
ロ
ナ
以
上
の
数
の
死
者
が
出
る

結
果
に
な
ろ
う
。
中
国
で
は
そ
れ
で
も
強
制

的
に
接
種
を
実
施
す
る
だ
ろ
う
が
、
民
主
主

義
国
で
そ
れ
が
で
き
る
か
。

日
本
の
死
者
数
水
準
は
欧
米
の
数
十
分
の

１
だ
が
、
そ
れ
で
も
感
染
拡
大
を
抑
え
ら
れ

て
い
な
い
。
つ
ま
り
若
者
を
含
む
大
多
数
が

ワ
ク
チ
ン
を
打
つ
以
外
に
、
や
は
り
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
脱
出
口
は
な
い
。

た
だ
し
ワ
ク
チ
ン
の
効
果
は
、
感
染
後
の

重
症
化
の
抑
止
で
あ
り
、
変
異
を
続
け
る
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
自
体
が
そ
れ
で
防
が
れ
る
わ

け
で
は
な
い
。
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
し
て
も
ウ

イ
ル
ス
は
風
邪
の
一
種
と
し
て
残
り
、
ウ
ィ
ズ

コ
ロ
ナ
の
時
代
は
ず
っ
と
続
く
こ
と
に
な
る
。

新
常
態
の
地
域
観
光
と

民
営
鉄
道
の
生
き
残
り
策

ワ
ク
チ
ン
が
普
及
し
て
も
ウ
イ
ル
ス
は
風

邪
の
一
種
と
し
て
残
る
。
し
か
し
風
邪
の
流

行
が
旅
行
者
や
通
勤
通
学
者
を
減
ら
す
わ
け

で
は
な
い
よ
う
に
、
ワ
ク
チ
ン
の
成
功
の
先

に
、
旅
行
者
の
数
、
公
共
交
通
機
関
利
用
者

の
回
復
が
起
き
る
こ
と
は
明
ら
か
だ
。

①
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
の
復
活

筆
者
が
特
に
楽
観
し
て
い
る
の
は
、
コ
ロ

ナ
が
常
在
す
る
風
邪
の
一
種
と
な
っ
た
後
の
、

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
の
従
前
以
上
の
増
加
だ
。

そ
の
よ
う
な
状
況
が
い
つ
来
る
の
か
は
、

ワ
ク
チ
ン
の
実
効
性
次
第
な
の
で
予
測
が
難

し
い
が
、
今
年
の
後
半
と
い
う
観
測
も
あ
れ

ば
、
来
年
と
い
う
見
方
、
10
年
後
と
い
う
よ

う
な
意
見
も
あ
る
。
し
か
し
必
ず
そ
の
時
は

訪
れ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
は
、
政
府
が
呼
ん
だ
か
ら

増
え
た
の
で
は
な
い
。
外
国
人
、
と
り
わ
け

東
ア
ジ
ア
や
東
南
ア
ジ
ア
の
住
民
に
と
っ

て
、
日
本
が
ホ
ッ
と
く
つ
ろ
ぎ
に
来
る
の
に

最
適
の
場
所
だ
か
ら
こ
そ
、
リ
ピ
ー
タ
ー
が

増
え
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
以
下
に
示
す
よ

う
に
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
は
、
２
０
１
９

年
時
点
で
は
ま
だ
、
ロ
ジ
曲
線
の
最
初
の

カ
ー
ブ
を
上
向
き
に
曲
が
っ
た
ば
か
り
だ
っ

た
の
だ
。

ど
の
国
・
地
域
か
ら
何
人
来
た
と
い
う
数

字
で
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
・
地
域
の

「
何
人
に
一
人
」
が
一
年
間
に
訪
日
し
た
か

と
い
う
数
字
を
計
算
し
て
み
よ
う
（
複
数
回

入
国
す
れ
ば
複
数
人
と
数
え
る
）。
２
０
１

９
年
に
は
、
中
国
人
が
１
４
３
人
に
１
人
訪

日
し
た
。
そ
れ
に
対
し
タ
イ
人
は
52
人
に
１

人
と
３
倍
近
い
水
準
で
あ
る
。
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
人
は
11
人
に
１
人
、
韓
国
と
な
る
と
９
人

に
１
人
、
台
湾
は
４
人
に
１
人
、
香
港
に

至
っ
て
は
３
人
に
１
人
が
日
本
を
訪
れ
た
。

そ
れ
だ
け
リ
ピ
ー
タ
ー
が
多
い
わ
け
だ
。
中

国
人
が
韓
国
人
並
み
の
頻
度
で
来
る
だ
け

で
、
今
の
15
倍
と
な
り
、
国
内
隅
々
が
埋

ま
っ
て
し
ま
う
。
そ
こ
ま
で
行
か
ず
と
も
、

タ
イ
人
並
み
に
な
る
だ
け
で
３
倍
増
と
な

る
。
こ
れ
は
可
能
性
と
い
う
よ
り
は
、
現
実

の
「
危
険
」
と
い
っ
た
方
が
い
い
。
だ
か
ら

こ
そ
、
デ
ィ
ス
カ
ウ
ン
ト
路
線
で
数
を
増
や

し
て
観
光
公
害
を
招
く
よ
り
も
、
高
単
価
客

だ
け
を
増
や
し
て
平
時
の
収
益
性
を
上
げ
る

こ
と
に
、
目
標
を
再
設
定
す
る
べ
き
だ
。

欧
米
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
い
え
ば
、
２
０
１
９
年

に
米
国
人
が
１
８
７
人
に
１
人
来
日
し
た
計

算
に
な
る
の
に
対
し
、カ
ナ
ダ
人
は
そ
の
２
倍
、

豪
州
人
は
６
倍
の
頻
度
で
訪
日
し
て
い
る
。
欧

米
に
も
ア
ジ
ア
市
場
と
同
等
の
潜
在
成
長
力

が
あ
る
も
の
と
、
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
で

は
、
だ
か
ら
、
観
光
客
の
数
を
目
標
に
す
べ

き
で
は
な
い
。
い
た
ず
ら
に
低
単
価
で
客
数

を
増
や
す
の
で
は
な
く
、
少
な
め
の
客
に
高

単
価
で
き
ち
ん
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
方
向
に
舵か

じ

を
切
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
ま

た
、
車
を
持
た
な
い
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
客
を
、

団
体
バ
ス
で
は
な
く
定
期
運
行
の
鉄
道
や
バ

ス
の
利
用
に
誘
導
す
る
こ
と
も
、
ソ
フ
ト
・

■表５ 新型コロナウイルス陽性判明者数（累計）の水準の比較 （2021 年１月 20 日現在）

陽性判明者数
( 人口 100 万人当たり )

23 区 狛江市 調布市 府中市 多摩市 町田市 八王子市 埼玉県 千葉県 神奈川県

7,126 3,411 4,130 4,287 2,856 3,316 3,092 2,969 2,938 3,865

陽性性判明者数（累計）：都内自治体は東京都庁発表、県は JX 通信社調べ　/ 人口：2020 年元旦の住民票数
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ハ
ー
ド
の
両
面
か
ら
も
っ
と
本
格
的
に
実
現

し
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

だ
が
そ
う
な
る
ま
で
の
間
の
１
年
か
、
数

年
か
を
、
国
内
の
集
客
交
流
事
業
者
は
し
の

げ
る
の
だ
ろ
う
か
。

②
日
本
人
の
旅
行
市
場
に
残
る
成
長
可
能
性

頼
み
の
日
本
人
の
国
内
旅
行
消
費
は
、
こ

こ
10
年
間
総
じ
て
横
ば
い
だ
。
こ
れ
は
好
不

況
の
波
や
若
者
の
旅
行
離
れ
と
い
っ
た
、
需

要
の
上
部
構
造
の
変
化
を
原
因
と
す
る
以
上

に
、
69
歳
以
下
人
口
の
減
少
と
い
う
、
下
部

構
造
の
不
可
逆
変
化
を
反
映
し
て
い
る
。

す
べ
て
の
内
需
型
Ｂ 

to 

Ｃ
産
業
は
、
消

費
者
が
消
費
に
使
え
る
時
間
（≦

消
費
者
の

数
×
24
時
間
×
３
６
５
日
）
を
取
り
合
っ
て

い
る
が
、
消
費
者
の
頭
数
の
減
少
で
全
体
の

パ
イ
は
年
々
減
少
し
て
い
る
。
コ
ロ
ナ
禍
が

去
っ
た
後
に
も
当
面
人
口
減
少
は
止
ま
ら
な

い
の
で
、
そ
こ
で
な
お
売
り
上
げ
を
増
や
せ

る
産
業
は
、
消
費
時
間
を
他
の
消
費
財
か
ら

奪
っ
て
来
ら
れ
る
産
業
か
、
あ
る
い
は
消
費

時
間
当
た
り
の
消
費
単
価
を
上
げ
て
い
け
る

産
業
か
の
ど
ち
ら
か
だ
。

こ
の
理
屈
を
踏
ま
え
ず
、
単
な
る
デ
ィ
ス

カ
ウ
ン
ト
に
走
る
事
業
者
が
多
い
ほ
ど
、
そ

の
産
業
の
売
り
上
げ
は
減
る
（
＝
デ
フ
レ
に

な
る
）。

日
本
人
相
手
の
旅
行
産
業
の
場
合
、
ワ
ー

ケ
ー
シ
ョ
ン
や
Ｍ
Ｉ
Ｃ
Ｅ
の
よ
う
に
仕
事
時

間
を
消
費
時
間
に
転
化
さ
せ
る
や
り
方
や
、

有
料
ガ
イ
ド
の
普
及
に
よ
る
時
間
単
価
の
上

昇
な
ど
に
、
可
能
性
は
ま
だ
残
っ
て
い
る
。

連
泊
、
滞
在
、
短
期
定
住
へ
の
誘
導
も
、
家

賃
支
出
や
日
常
の
食
費
を
旅
行
消
費
に
転
化

さ
せ
る
や
り
方
と
し
て
重
要
だ
。
さ
ら
に
い

え
ば
、
ネ
ッ
ト
社
会
で
の
「
投
げ
銭
方
式
」

や
「
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
方
式
」
の
よ
う
に
、
原

価
の
積
み
上
げ
を
無
視
し
た
課
金
の
方
式

も
、
も
っ
と
工
夫
さ
れ
て
よ
い
。

こ
の
状
況
に
改
善
が
み
ら
れ
る
の
は
、
団

塊
世
代
が
世
を
去
る
、
２
０
２
５
～
40
年
あ

た
り
だ
ろ
う
。
経
済
的
に
不
遇
だ
っ
た
団
塊

ジ
ュ
ニ
ア
に
多
少
と
は
い
え
相
続
財
産
が
流

れ
込
む
こ
の
時
期
に
、
彼
ら
の
熟
年
旅
行
、

退
職
旅
行
熱
は
確
実
に
盛
り
上
が
る
。
し
か

し
そ
れ
を
海
外
に
逃
が
さ
ず
に
国
内
に
向
け

ら
れ
る
か
は
、
そ
の
時
点
で
の
国
内
事
業
者

の
戦
略
の
練
度
に
か
か
っ
て
い
る
。

③
コ
ロ
ナ
禍
で
も
鉄
道
事
業
者
に
で
き
る
工
夫

海
外
旅
行
市
場
が
劇
的
な
縮
小
を
余
儀
な

く
さ
れ
た
２
０
２
０
年
。
残
念
な
が
ら
国
内

旅
行
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
制
約
が
か
か
り
、
そ

の
支
出
が
国
内
で
の
消
費
に
回
っ
て
く
る
こ

と
は
、
全
体
と
し
て
は
起
き
な
か
っ
た
。
一

部
宿
泊
事
業
者
は
「
疑
似
海
外
旅
行
」
と
で

も
い
う
べ
き
異
空
間
体
験
の
売
り
出
し
で
一

定
の
成
功
を
収
め
た
が
、
車
内
空
間
が
狭
い

鉄
道
が
実
乗
促
進
で
稼
ぐ
の
は
、
こ
の
間
は

難
し
い
。

そ
こ
で
お
勧
め
し
た
い
の
は
、
疑
似
旅
行

体
験
の
オ
ン
ラ
イ
ン
で
の
販
売
だ
。
マ
ニ
ア
が

満
足
す
る
運
転
席
体
験
や
、
一
般
向
け
の
車

窓
解
説
動
画
、
子
ど
も
向
け
の
コ
ン
テ
ン
ツ

な
ど
を
ネ
ッ
ト
で
課
金
販
売
で
き
る
と
よ
い
。

列
車
を
終
始
ド
ロ
ー
ン
で
追
い
か
け
る
撮
影

と
い
う
の
も
、
ど
こ
か
の
事
業
者
で
試
み
て

は
ど
う
か
。
一
般
向
け
は
乗
車
運
賃
と
同
額
、

マ
ニ
ア
向
け
は
投
げ
銭
方
式
な
ど
、
価
格
も

多
様
化
を
試
み
る
べ
き
だ
。
複
数
社
や
協
会

単
位
で
制
作
と
販
売
を
共
同
化
し
、
コ
ス
ト

ダ
ウ
ン
と
販
路
開
拓
を
行
え
ば
な
お
よ
い
。

こ
の
ス
キ
ー
ム
の
利
点
は
、
実
乗
と
市
場

の
奪
い
合
い
が
な
い
こ
と
だ
。
む
し
ろ
映
像

の
先
行
販
売
が
、
地
味
だ
け
れ
ど
も
味
わ
い

深
い
車
窓
へ
の
気
づ
き
に
つ
な
が
り
、
コ
ロ

ナ
禍
後
の
実
乗
を
喚
起
す
る
可
能
性
も
あ

る
。
各
社
の
自
己
発
見
に
期
待
す
る
。

④
合
理
化
→
減
便
→
廃
止
か
、
上
下
分
離
か

そ
れ
で
も
２
０
２
０
年
は
、
少
子
化
と
道

路
整
備
の
進
む
日
本
に
お
い
て
、
鉄
道
を
純

民
間
の
営
利
事
業
と
し
て
継
続
し
て
い
く
と

い
う
理
想
の
無
理
が
、
顕
在
化
し
た
年
と
し

て
記
憶
さ
れ
る
だ
ろ
う
。
地
方
の
み
な
ら
ず

都
会
の
通
勤
路
線
で
も
、
従
前
の
高
水
準
の

運
行
頻
度
や
低
価
格
サ
ー
ビ
ス
の
維
持
は
や

は
り
難
し
い
と
、
多
く
の
事
業
者
が
気
づ
か

さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

こ
こ
で
鉄
道
事
業
者
の
心
中
を
代
弁
す
れ

ば
、「
輸
送
密
度
の
低
い
路
線
か
ら
は
、
順

次
撤
退
し
て
（
公
共
補
助
を
受
け
た
）
バ
ス

に
道
を
譲
り
た
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ

ろ
う
。
し
か
し
、
軌
道
系
交
通
と
バ
ス
と
で

は
、
わ
か
り
や
す
さ
、
利
用
者
数
に
大
き
な

違
い
が
出
る
。
や
や
専
門
的
に
な
る
が
、
交

通
経
済
学
の
第
一
人
者
で
あ
る
宇
都
宮
浄

人
・
関
西
大
学
教
授
の
近
著
「
地
域
公
共
交

通
の
統
合
的
政
策
」（
東
洋
経
済
新
報
社
）

を
ぜ
ひ
お
読
み
い
た
だ
き
た
い
。
社
会
的
に

見
た
鉄
道
と
い
う
存
在
の
プ
レ
ミ
ア
ム
的
価

値
を
、
学
問
的
・
定
量
的
に
検
証
し
た
労
作

で
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
価
値
の
存
在
は
、
上

下
分
離
な
ど
の
形
で
鉄
道
に
公
費
を
投
入
す

る
根
拠
と
な
る
。

そ
も
そ
も
「
道
路
は
赤
字
が
当
然
で
、
誰

一
人
通
ら
な
く
て
も
公
費
で
の
維
持
が
当
然
だ

が
、
鉄
道
は
赤
字
に
な
れ
ば
不
要
」
と
い
う

の
は
、
日
本
独
自
の
ガ
ラ
パ
ゴ
ス
的
発
想
だ
。

ガ
ソ
リ
ン
税
を
原
資
と
し
た
道
路
特
別
会
計

が
、
社
会
福
祉
向
け
の
一
般
財
源
に
は
流
用

さ
れ
て
い
な
が
ら
、
同
じ
交
通
分
野
の
鉄
道

の
維
持
に
直
接
回
さ
れ
て
は
来
な
い
と
い
う
の

は
、
ど
う
考
え
て
も
お
か
し
な
こ
と
で
あ
る
。

道
路
も
港
湾
も
「
赤
字
な
の
で
廃
止
」
と

は
な
ら
な
い
日
本
。
福
岡
空
港
の
よ
う
に
制

度
設
計
上
の
問
題
と
し
て
大
赤
字
の
ま
ま
、

枢
要
な
国
際
的
な
地
位
を
果
た
し
て
い
る
交

通
イ
ン
フ
ラ
も
あ
る
。
そ
ん
な
中
で
な
ぜ
鉄

道
だ
け
が
、
赤
字
か
黒
字
か
で
存
否
を
判
断

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
の
か
。
少
な
く
と

も
道
路
と
同
等
の
条
件
で
、
路
盤
部
分
は
道

路
特
別
会
計
（
国
費
）
で
維
持
さ
れ
る
と
い

う
、
国
際
標
準
の
制
度
設
計
が
導
入
さ
れ
る

べ
き
だ
。

鉄
道
事
業
者
に
と
っ
て
は
面
倒
ご
と
が
増

え
る
ば
か
り
な
の
で
、
そ
ん
な
こ
と
な
ら
手

放
し
た
い
と
言
い
た
く
な
る
気
持
ち
も
わ
か

る
が
、
皆
さ
ん
は
運
営
と
路
盤
維
持
整
備
を

一
体
で
行
う
プ
ロ
で
も
あ
る
。
そ
ん
な
事
業

者
の
中
か
ら
、
上
下
分
離
路
線
の
メ
ン
テ
ナ

ン
ス
を
各
地
で
請
け
負
う
事
業
体
が
出
て
き

て
も
お
か
し
く
な
い
は
ず
だ
。
業
界
と
し
て

国
を
動
か
す
こ
と
も
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。

イ
ン
バ
ウ
ン
ド
復
活
の
先
に
、「
こ
の
路

線
を
な
ぜ
残
し
て
お
か
な
か
っ
た
の
か
」
と

い
う
反
省
の
声
が
多
々
上
が
る
よ
う
で
あ
れ

ば
残
念
な
こ
と
だ
。
公
共
と
面
倒
く
さ
い
連

携
を
し
つ
つ
も
、
未
来
世
代
と
世
界
の
顧
客

の
た
め
に
鉄
道
を
遺
す
、
と
い
う
意
識
を
持

つ
事
業
者
が
、
こ
の
機
会
に
一
つ
で
も
増
え

る
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。


